





































が取り上げたのが、迷信とされるような民間の様々 異現象の類いであった。井上はそれ 絶滅 ようと考えたのだ。しかしながら、 その成果があったとは考え く 。 井上 後、妖怪の研究者をあ であれば、柳田国男がいる。柳田井上を批判するように、 「迷信」という言葉 避け、 「民間信




授けたり、秘薬を伝授し りする。また キュウリ 好み鉄や仏教など 嫌う。そして河童は相撲を取りたがる 人と相撲を取っては水中 引き込み尻子玉を抜いて殺 。尻子玉とは肛門にあると想像された玉のことであ 。無事に河童
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多いのが、ひとり相 と である。愛媛県越智郡大三島町の大山祇神社では旧暦五月五日の御田植祭と旧暦九月九日の抜穂祭にひとり相撲が行われる。名称 ごとくひとりで相撲を行い 「二勝一敗」で精霊 勝ち な これは客観的観察の上では、ただ単に一人で暴れているよう 見





















も稲の豊作 祈願 行事 し 行われている。豊作を祈ときの一番 要所はや り「水」に関す こ であろう。雨が降りすぎても駄目、降らなかっても駄目、適度に降らなければならない。そ 気まぐれな雨によ 、稲は枯れ、一気に死活問題となる。人為が及ぶところ の技術は改良を重ね、灌漑治水の技術もある程度の安定を確保 きて た しても、やはり雨が降らなければいず は枯渇する。このどうしようもできないこ に対して人々はどのよう 折り合をつけ きたのか。それが全身全霊 賭けた「祈り」 ったと思われる。具体的には雨や河川を支配するカミや精霊と













が必要になる。その犁先は五世紀頃に朝鮮から日本に伝わったのであろうとされて るが、民間に広まるのはかな の年月が必要であったと考えられ 。 『続日本紀』天平十三年（七四一）二月七日の記述から推察される は、少なくとも八世紀には、 「百姓」と される民衆 おいて牛馬の使役は一般
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での方法を否定し仏教によるものへと変わろうとしたこと。しかし、それでも雨が降らず、結局は皇極天皇自らの雨乞いによって大雨が降ったということを強調している。もう一つが、仏教方式の雨乞いを勧める蘇我氏を貶め、それよりもやはり天皇の徳が勝っているのだということ 強調するためである。 極紀 はこれらの記述に続き、蘇我氏滅亡のストーリーが記述されている。蘇我氏は力を持っているが天皇の徳には敵わないのだという とを描いて る。
 
ここでは前者について考察したい。こ 史料 古代日本に


























させた。大地主 が占いをさせたところ、御歳神の祟りだと解り、白猪、白馬、白鶏を献じて謝罪した。御歳神はこれを受け入れて、蝗の払う方法を教え、それでも無理であれば、牛の肉を田の溝口に置き 男茎 形を作 された。その通りにすると、年穀も豊かに実ったと記されている。
 
御歳神の怒りは、まず、田に供えなければならない牛の肉





























ので、七年間の期限を立ててそ 神を祭り、毎年一頭で七頭の牛を殺し、七年後祭りを終えた。しかし、急に病になり、一向によくならなかった。そこで、家長は、こんな重病に罹ったのは た殺生の罪によるものだろうとして戒律を守り多くの放生の善行を行った。それから七年後 病はよくならず、いよいよ臨終の時を迎えた。妻子に、死んだら遺骸を焼かず九日間そのままにしておきなさいといった。死んで九日後、家長は生き返り、冥界で 出来事を話した。閻魔王のもとで、七人の牛頭人身のも たちと、千万余人のものたちが議論した。千万余人 ものたちは、祟 ていた悪神を祭ったが故に牛を殺してしまったと訴えた。最後 、閻魔王は数の多い方の訴え と で私は き返ることが出来たのだ、と。こ 家長は 閻魔王 もとから生き 返り、ますます仏法へ帰依した。
 
ここでは、祟り神としての漢神の存在が語られ、その祟り
神を祭る めに殺牛が行われていたことが記述されてい佐伯有清は、殺牛の習俗には、雨乞いによるも と祟り神によるものとがあると大別し、前者を日本固有 習俗とし 後者を大陸から渡来した習俗だとしている
（9）。しかし、下出積












おいて、 の見解をユーラシア大陸にまで広げ 同様 多くの神話、伝説、民俗的史料をもとに支持する。少なく も農耕民にとっては水（河神）と牛の 係が馬よりも年代的に早かったとし 牛と馬とを比較して前に牛の演じた役割に馬が参加するか、あるいはこれに代わるというような現象も
（13）あったとしている。河童駒引という名称で呼ばれる事にな

























形化生説といわれており、社寺などの建立縁起 なっているのが特徴で、社寺建立の期日が迫り、困った番匠（大工）は人手不足を補うためにたくさんの藁人形を作り、それに命吹き込み手伝わせ わずかの間に完成させた。用済みになったその者たちはこれからどうすればいいかと尋ねるが 人の尻でも取って食べろと言われて川に捨てられた。これ 河童が尻子玉を取る訳である、 うのが話のあらすじであ 。
この起源譚は全国的な広がりで見受けられ、地方によって多くのバリエーションがある。代表的な伝承として、後に考察
 














































































































「富士川のほとりの人、多が虫祭りを勧め、常世の神として祭り、 を祭れば富 長寿が得られ と、民を惑わせている。田舎でも都でも盛んに行われ、損益ばかりが増えた見かねた秦河勝がこれを懲らし 。この虫は常に橘の木に生じる。この事件を評して次のような歌が流行ったという
「ウヅマサハ、カミトモカミト、キコエクル、トコヨノカミヲ、ウチキタマスモ」 。太秦は神 中の神と評 る。 世の神を打ち懲らしめたのだから、と。そして この虫は蚕にとてもよく似ている。 」
（19） 
この記述で印象づけられるのは「常世」の木につく虫をカ















「あしひきの山 の瀬の響るなべに弓月 立ち渡る」 （一〇八八）
 




『紀』の応神天皇十四年条には、弓月君が百済より渡来したとあり、十六年条には、新羅に渡来を防 れ、加羅に留まっていた「弓月の民」が渡来す とある。加えて、 『新撰姓氏録』には「融通王（一に弓月王という） 」が、秦始皇帝の
末裔で、多くの民を率いて渡来したという記載がある。このことから、秦氏が秦始皇帝を祖とする説がある。また、 『古語拾遺』および『新撰姓氏録』にみられる記載から、弓月王が秦氏の祖であるということが通説になっている。この「融通王（弓月王） 」と、先 『万葉集』の二首に書かれる「弓月」との繋がりから、秦 弓月嶽（現巻向山）周辺にも居住していたと考えられる。そして、穴師坐兵主神社の由緒書きには、現在 社殿は応仁の乱によって焼失した後に建立されたもので、焼失前は「弓月が嶽」にあったとし いる。つまり現巻向山（付近）にあったというのだ。これらを合わせると、弓月嶽（現巻向山）を中心にした穴師一帯において、秦氏の奉じていた神が兵主であったと考えられるのだ
（21）。と







見宿禰塚跡がある。巻向山から三輪山へと繋がる尾根を南下、長谷川の流れと出会うところだ。そこには十二柱神社があり、昔は本殿がなく「古代出雲ムラ」の伝承地「ダンノダイラ」の磐座を拝んでいたとする。 の「ダンノダイラ」が巻向山から三輪山へと繋が 尾根にある。現段階で、筆者は「ダンノダイラ」と「弓月が嶽」が同一なのではないかと考えている。とすると、応仁 乱で焼失してしまった穴師兵主神社が「ダンノダイラ」にあったこ になり、秦氏の居住地であった可能性がでてくる。野見宿禰が秦氏の系譜にあることになり、ともに兵主を祀っていたことになる。つまり、野見宿禰と河童の別称ひょうすべ（兵主部）の関係がここに見えてくることになる。兵主を祀っていたということから、さに兵主の部 いうこと なる。
 
また、この出雲を流れる長谷川には秦河勝の名前の由来に
関してとても興味深い逸話が残っている。長谷川は古くは初瀬川といったが、この初瀬川 氾濫した時流れ き 赤ん坊が、後の河勝であるという。 『風姿花伝』にそ は記されている
（23）。氾濫してもなお、河に勝ったということでその名が













く相撲節会も当初、七月七日に行われていた。相撲節会とは各地から力士を呼び寄せ、宮中にて相撲をとる天覧相撲のことである。垂仁天皇条での記述は、一世紀前半の出来事として描かれていて、相撲節会は「野見宿禰と当麻蹶速の捔力」を故事 して成立している。 起源説話として語られる「野見宿禰と当麻蹶速の捔力」の日付は、明らかに作為的なものと考えられる。垂仁天皇七年七月 日と、あえ 「七」を三つ揃えて日付にしており、 「野見宿禰と当麻蹶速の捔力を故事として成立している相撲節会が当初七月 日の行事として始まるのは当然であった。
 
七二〇年に完成している『日本書紀』と相撲節会はそもそ





夕とは牽牛（彦星）と織女が年に一度七月七日に天の川で出会う日とされ、願い事を短冊に書いて竹に吊るし、川へ流す祭事である。しかし、その原像は現在の七夕のイメージとは様子が異なり、天 川の祭り、つまり水神の祭りであった。牽牛の原像は豊穣を祈念する水神への供犠そのものと考えられ、織女は水神に嫁する女と考えられている。また、牽牛の「牽」とはそもそも犠牲 ための生き物という意味から、牽牛を動物供犠の牛そのものだと 織女の原像については水神に嫁ぐ人身供犠である 考えられて る
（24）。河童が水神








と考えた。スサノオはアマテラスの疑いを解くため、誓約をしようと言った。二神は天の安河を挟んで誓約を行った。その後、スサノオはアマテラスの神田で、春は種を重ね播き 、あるいは田の畔をこわしたりした。秋はまだら毛の馬を放して田を荒らした。また、アマテラスが新嘗の祭りを行なっておられるときに、部屋に糞をした。またアマテラスが神衣を織る め、機殿におられるとき、まだら毛の馬の皮を逆さに剥いで屋根から落し入れた。アマテラスは大変驚き機織の梭で身体をそ なわれた。アマテラスは天 岩屋に隠れられ、それで国中が暗闇で覆われた。八十万 神たちは相談し、アマテラスを天の岩屋戸から導きだした。その後 罪 にきせて、たくさんの捧げ物 お供えする罰を負わせ髪、手足の爪をぬいて罪のあがないをさせ、高天原から追放された。 」
（25） 
まず、スサノオはアマテラスに謀反の意思ありと思われて












































(4) 宇治谷孟『日本書紀（下） 』講談社学術文庫、一 九三年、第一二刷、一三七頁。
 
(5) 宇治谷孟『続日本紀』講談社学術文庫、二〇〇三年、第 六刷 〇八頁。
 















(11) 上田正昭編集『神々の祭祀と伝承』 、 「殺牛馬信仰の考察」 同朋舎出版、一九頁。
 












































     
107 河童のリアリティを求めて
Exploring a reality of Kappa 





During the Meiji Period, there was a philosopher named Enryo Inoue, who 
was known as a doctor of specter. He established a school called ‘tetsugakukan’ 
which was the precursor of Toyo University and he taught a course in 
spectrology. He had carried out a detailed study as a doctor of specter of a 
different type of specters and its phenomenon.  
We may expect that Inoue had difinitely given a favorable review on a 
specter being since he had earnestly carried out a study.  However Inoue had 
concluded that a specter being and a deal of superstition around a specter would 
distance people from the attainment of the truth. Rather, Inoue gave particular 
attention in promoting scientific analysis of unnatural phenomenon around a 
specter. 
Meanwhile, Inoue had widen his sphere of knowledge in terms of results and 
authored several books such as “Yokaigaku” and “Yokaigaku-kogi”.  
In the Meiji Period, Inoue had tried to root out many of its unnatural and 
opaque phenomenon and a deal of superstition since Japan was facing an age of 
modern.   
However, it was hard to say his attempt was successful. Kunio Yanagida 
had taken over its productive research and had put a critical opinion to Inoue by 
using a term ‘a folk belief’ rather than ‘superstitions’. Yanagida’s study was 
emphasized on the mind condition of which they believe a specter being and a 
deal of superstition around a specter. It may be called a ‘reality’.   
In exploring some phenomenon and one’s experience in an analogous 
pattern, we are sometimes seized by a sudden temptation to draw causal 
inference which is far from it’s scientific analysis, it is especially so given that they 
happen in a different time and place with something a little out of the ordinary.To 
concluede that it is not worthy of belief because of a lack of its scientific 
foundation is a sophistical argument. Once we have relished the texture of its 
experience into our body, it lingers at the back of our mind and body. We cannot 
deny the fact that unnatural and opaque phenomenon and a deal of superstiton 
which lack of scientific phenomenon has produced traditional folkways by being a 
reality of a phenomenon and a linger.    To exploring a reality of Kappa 
particulary through the position of a specter being and its folways is the main 
purpose of this study. 
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Kappa is filled with a variety of character portraits. Pulling cattles deep under 
water, bestowing wealth, teaching the secret of arcanum, Kappa likes cucumbers 
and hate iron and Buddhism. Kappa always waits for a chance of Sumo. Kappa 
pulls humans under water and pick their ‘shirikodama’ and ‘kimo’.‘Shirikodama ’ 
is the ball imagined to be around the anus of humans. It is also said that the one 
who got out of the trouble sometimes became insane after seeing Kappa.   
Kappa also tends to be lured into fire. As stated above, these are a variety of 
character portraits of Kappa. Pulling cattles deep under water is estimated to be 
‘amagoi’ and waiting for a chance of Sumo is for praying fertility. This study also 
mentions ‘God of water’ was ruined into Kappa in order to maintain the authority, 
and it led to create discrimination among people. 
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